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はじめに

島根県大田市から益田市にかけての海岸沿いの

地域には，鮮新 更新統の江津層群が分布してお

り，江津層群は下位から都野津層，島の星層，室

神山層の三層に区分されている．しかしながら，

江津層群の分布域は基盤の高まりによって隔てら

れており，堆積物は各地域・盆地に点在するよう

に分布している (第１図)．このため，離れた地

域・盆地間の層序対比は海進期の堆積物とされて

いる複数枚の海成粘土層 (M1~M4) の枚数と標

高を参考に行われてきた (第２図）．しかし，江

津層群の堆積物は，各地域・盆地毎に異なった浸

第１図　江津層群分布域
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食作用 (河川浸食・盆地毎の形状・深さの規制），

海進・海退サイクルの作用を受けているため，地

層の連続性が著しく乏しくなっており，海成粘土

層による層序対比に矛盾が生じ，様々な問題点が

指摘されるようになった (大西・調枝，1970；

宇野，1978，1994 など；水野ほか，1996）．

そこで本研究では，近年江津層群中で発見され

た多数の火山灰層の年代を FT 年代測定法を用い

て直接求めることで，各域・盆地に点在する火山

灰層に連続性を見出し，対比することを目的とし

て研究を行った．江津層群中の火山灰層と江津層

群中の火砕物の給源と考えられている大江高山火

山群噴出物との対比関係も含めた幅広い考察を行

うことができたので，ここに報告する．

研究手法・手順

江津層群中の凝灰岩および火砕流堆積物を対象

に，ジルコンの FT 年代測定法を用いて研究を行

った．測定の手順は大平・永井 (2004)に従い，

ゼータ校正法によるジルコン結晶内部面を用いた

外部ディテクター法によって測定を行った (表

１)．また火山灰層中のジルコンの結晶形態の特

徴について，一般的な記載である色，粒径，結晶

形の他に，岩石学的性質をよく反映するとされる

ジルコン結晶柱面末端部の角度についても記載を

行った．なお，ジルコン結晶柱面末端部の角度お

よび結晶形態のタイプ (100 型，110 型) につい

ては林 (1990)，Hayashi and Shinno (1990) を

参考とした．

結果・考察

FT 年代測定の結果 (第 2 表)，都野津層中火山

灰層から採取した８試料の年代値は 2.9Ma，

2.7Ma，2.1~2.2Ma，1.7Ma の４つの年代ステ

ージに大別された．島の星層中火砕流堆積物の年

代値は 1.1~1.2Ma，1.24~1.3Ma の２つの年代

ステージに大別され，これら火砕物の供給源と考

えられている大江高山火山群噴出物の年代は 1.0

~1.4Ma と相互によく集中した．また，都野津

層に対比されている水上層中から 1.9Ma の年代

値，大江高山火山群最末期の活動と判断した火砕

流堆積物から 0.55Maの年代値が得られた．

ジルコンの結晶形態は都野津層中の火山灰層に

関して，2.7Ma，2.1~2.2Ma の年代ステージの

試料中のジルコンの結晶形態は全て 100 卓越型

(柱面末端部の角度 96°) であり，色は無色であ

った．島の星層中の火砕流堆積物および，都野津

層中のNo.6 (1.7Ma)，No.13 (2.9Ma) 試料中の

ジルコン結晶形態は，全て 110 型~110 卓越型

であり，色はピンク~淡い赤褐色を呈する．また

大江高山火山群噴出物中のジルコンの結晶形態は

全て 110 型であり色はピンク~淡い赤褐色を呈

した．

このことから，島の星層中の火砕流堆積物は，

年代値と結晶形態の一致から大江高山火山群を噴

出源とする可能性が非常に高いと考えられる．ま

た，都野津層中の 2.9Ma，1.7Ma の年代ステー

ジの一部火山灰層 (No.6 試料) に関しては，大

江高山火山群噴出物から類似した年代値を得るこ

とができなかったため，噴出源の推定には至らな

かった．

第１表　Zeta 値測定結果
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都野津層中の 2.7Ma，2.1~2.2Ma，1.7M

(No.11，14 試料) の年代ステージの火山灰層の

供給源は年代値と結晶形態から，大江高山火山群

以外である可能性が高く，またジルコンの結晶形

態の同一性から同一の給源をもつ噴出ステージの

異なった火山灰層である可能性があり，今後は火

山ガラスや角閃石の化学組成を考慮した厳密な火

山灰層の対比が望まれる．

大江高山火山群噴出物に関して，従来の層序に

該当するよう下位からサンプリングをし，年代測

定を行ったが，下位とされているものから若い年

代値，上位とされているものから古い年代値が測

定されるなど，従来の層序とは大きく矛盾する結

果となった．このことから，現在露頭上で確認さ

れる多くの火山噴出物は 1.0~1.4Ma の活動ステ

ージによってもたらされたものであると判断する

ことができるが，既報の年代値によれば，1.60

~2.21Ma (金属鉱業事業団，1991)，1.76~

2.19Ma (金属鉱業事業団，1993)，1.42~1.53Ma

(Kimura et al.2003) など本研究結果より若干

古い年代値の報告もあり，層序表に該当しない前

駆的な火山活動があったことが示唆される．
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